




This report was intended to clarify a characteristic of the civics by examining an "Elementary 
Citizen" textbook published in December, 1945 of the U.S. military administration period in Korea.
I clarified contents and a method of the moral education in “ The Civics” and tried consideration 
about the historic significance.
At first, Korean Language Society was in charge of the making of the "elementary citizen" 
textbook. Therefore   “ The Civics” had nationalism, a nationalism-like characteristic. Second, the 
moral education in the citizen had effect from "Syushin" in contents and a method.
It was abolished   “ Syushin” after the war, and civics was started newly.
But, Influence of "Syushin" strongly won through up to moral education in the civics.
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The Characteristic of the Moral Education in ‘The Civic Education’ of the U.S. Military Administration Period in Korea : Focusing on the Analysis of the   “Elementary Citizen” Textbook
図１　第 3 次教育課程期までの道徳教育関連教科等の変遷（1945 ～ 1982）政治




































表 1　1945 年～ 1946 年にかけて発行された教科書および編集担当者
教科書名 発行日 主な編纂担当団体
『ハングルの初歩』 1945年9月1日 朝鮮語学会
『国語読本1』               1945年9月1日 朝鮮語学会
『教師用国語読本（中学校用）』 1945年10月1日 朝鮮語学会
『初等国史教本』（5 ～ 6学年用） 1945年10月15日 震壇学会
『国語読本2，3』            　 1945年12月2日 朝鮮語学会
『国史』（中学校用）            1945年12月11日 震壇学会
『初等公民』（1 ～ 2学年用 ）　 1945年12月16日 朝鮮語学会
『初等公民』（3 ～ 4学年用 ）　 1945年12月16日 朝鮮語学会
『初等公民』（5 ～ 6学年用 ） 1945年12月16日 朝鮮語学会
『音楽』（1 ～ 6学年用）     1945年12月20日 不明
『国語読本』（中等学校用）        1946年1月28日 朝鮮語学会
『習字』（1 ～ 2学年用）     1946年2月15日 朝鮮語学会















































































































































































































































































































































The Characteristic of the Moral Education in ‘The Civic Education’ of the U.S. Military Administration Period in Korea : Focusing on the Analysis of the   “Elementary Citizen” Textbook
　次に、「第15課　わが民族の使命」の全文は以下の通りである。











































































































































































































































































＊ 1 中央大学校附設韓国教育問題研究所『文教史』中央大学校出版局、1974 年、82 頁。
＊ 2 韓国教育十年史刊行会『韓国教育十年史』豊文社、1959 年、80 頁。
＊ 3 1945 年 12 月に発刊された『初等公民』の三冊を概観してみると、1，2 学年用では、「7．公徳」「9．信用」「10．
力を合わせて」、3，4 学年用では「4．労働」「5．公徳」「6．礼儀」「7．勇気」「8．正直」、そして 5，6 学年用
55
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では「4．人格」「6．正義」「7．労働」「」10．時間を守る」「11．勇気」「花朗道」のような単元名がみられる。「公
民」の教科書には公民教育的な内容だけでなく道徳教育的な題材が多く扱われていたことが分かる。
＊ 4 中央大学校附設韓国教育問題研究所、前掲書、81 頁。












＊ 9 朝鮮語学会は、解放後の 1949 年 9 月 5 日、ハングル学会に改称して現在に至っている。





検挙された朝鮮語学会員は 29 名であり、その他証人として尋問を受けた者は 50 名を越えたと言われている。
 車錫基『韓国民族主義教育の研究―歴史的認識を中心に―』、進明文化社、1976 年、365 － 366 頁。




＊ 13 ハングル学会 50 周年記念事業会編、前掲書、303 頁。
＊ 14 国定教科書編纂研究委員会は、朝鮮学術院、震壇学会、朝鮮地理学会、朝鮮社会科学研究所、朝鮮教育革新同盟、
朝鮮社会教育協会、朝鮮中等教育協会、英語学会、美術教育研究会、朝鮮文化建設中央協議会、朝鮮新聞記者
会等の 12 の団体から参加したと言われる。「自由新聞」、1945 年 11 月 9 日付。
＊ 15 韓駿相「米国の文化浸透と韓国教育―米軍政期の教育的矛盾解体のための研究課題―」『解放前後の認識 3』
韓吉社、1987 年、572 頁。
＊ 16 中央大学校附設韓国教育問題研究所、前掲書、85 頁。
＊ 17 韓国の初等学校で「修身」が登場したのは、1885 年 7 月 19 日公布の「小学校令」からであり、1905 年の乙巳
保護条約締結後の第一次、第二次学校令下では、「普通学校」に「修身」が設けられていた。さらに、1910 年の
日韓併合後は、第一次朝鮮教育令施行期（1911．11．1 ～ 1922．3．31）および第二次朝鮮教育令施行期（1922．
4．1 ～ 1938．3．31）での「普通学校」、そして、第三次朝鮮教育令施行期（1938．4．1 ～ 194．3．31）およ
び第四次朝鮮教育令施行期（1943．4．1 ～ 1945．8．15）の「国民学校」においても、「修身」は常に筆頭教科
とされていた。
＊ 18 劉奉鍋、前掲書、66 頁。
＊ 19 普通学校令第一条には、「普通学校は、学徒の心身の発達に留意し、道徳教育及び国民教育を施し、日常生活に
必要な普通知識と技能を授けることによって本旨とする。」とあり、また普通学校令第 8 条には、「修身」の教
授要旨として、「学徒の特性を涵養し、道徳の実践を指導することを要旨とする。実践に適合する近易事項によ
り品格を高くさせ、志操を固くさせ、徳義を重くする習慣を育成することを努めとする。」とある。
